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そ
の
他
の
審
査

　

平
成
31
年
度
南
相
馬
市
病
院

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

南
相
馬
市
立
病
院
改

革
プ
ラ
ン
の
中
で
、
小
高
病
院

の
99
床
を
０
床
に
し
た
後
で
も

19
床
と
い
う
こ
と
を
目
標
と
し

て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

可
能
だ
と
い
う
理
解
で
よ
い
の

　

平
成
31
年
度
南
相
馬
市
育
英

資
金
貸
付
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

質　

疑　

初
め
に
、
育
英
資
金

の
回
収
に
滞
納
繰
越
分
が
あ
る

が
、
滞
納
と
な
っ
た
主
な
理
由

を
伺
う
。

答　

弁　

主
な
理
由
と
し
て
、

学
校
卒
業
後
に
就
職
等
す
る

が
、
就
職
と
い
っ
て
も
、
正
規

の
職
員
と
な
れ
な
い
方
も
多

く
、
賃
金
が
非
常
に
低
い
。
ま

た
、
関
東
圏
に
そ
の
ま
ま
就
職

さ
れ
る
方
が
多
く
、
家
賃
や
生

活
費
に
か
な
り
の
費
用
を
要
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
返
還
が
な

か
な
か
追
い
つ
か
な
い
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

　

平
成
31
年
度
南
相
馬
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

質　

疑　

平
成
30
年
度
で
、
子

ど
も
の
均
等
割
の
課
税
減
免
措

置
を
実
施
し
た
が
、
本
算
定
に

向
け
て
の
継
続
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

次
年
度
の
６
月
本
算

定
に
向
け
て
は
、
あ
ん
分
率
の

本
算
定
及
び
18
歳
以
下
均
等
割

の
減
免
措
置
に
つ
い
て
も
同
様

の
状
況
で
継
続
で
き
る
よ
う

に
、
平
成
30
年
度
の
実
績
を
踏

ま
え
て
、
６
月
議
会
へ
上
程
し

て
い
く
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

文

文

文

　

平
成
31
年
度
南
相
馬
市
水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

業
務
の
予
定
量
が
30

年
度
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
小

高
水
道
事
業
収
益
、
原
町
水
道

事
業
収
益
と
も
に
平
成
30
年
度

よ
り
減
額
の
理
由
を
伺
う
。

答　

弁　

原
町
水
道
事
業
に
つ

い
て
は
、
給
水
戸
数
は
300
戸
の

増
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
平
成

30
年
12
月
１
日
の
料
金
改
定
に

伴
っ
て
の
減
収
。
小
高
水
道
事

業
に
つ
い
て
は
、
解
除
後
は
家

の
掃
除
な
ど
で
使
用
水
量
が
伸

び
た
が
、
２
年
半
経
過
し
落
ち

着
き
、
平
成
31
年
度
に
つ
い
て

は
減
少
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

建

平成31年3月定例会で意見が分かれた議案
議　員　名

議案等の名称

議
決
結
果

友　和　会 改革クラブ 尚友会 志政会 日本共産党
議員団 無会派 無会派

大場
裕朗

菊地
洋一

中川
庄一

田中
一正

細田
廣

今村
裕

田中
京子

渡部
一夫

鈴木
貞正

竹野
光雄

小川
尚一

高橋
真

大岩
常男

太田
淳一

山田
雅彦

平田
武

岡㟢
義典

鈴木
昌一

栗村
文夫

渡部
寛一

大山
弘一

志賀
稔宗

３
月
定
例
会

市
長
提
案

条　

例

南相馬市みらいへつな
ぐ復興基金条例制定に
ついて

可 ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
案

予　

算

平成 31 年度南相馬市
一般会計予算に対する
修正案について

否 × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ × × × × ×

議
員
提
案

動　

議

南相馬市立病院病床再編
計画（素案）及び小高病
院管理者医師退職に係る
経緯の調査に関する動議

否 × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ×

　○　議決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　■可　可決　■否　否決　■継　継続審査
　○　採決の結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　■○　賛成　■╳　反対　■議　議長　■欠　欠席　■退　退席

議案番号 件　　　　名 議決状況

１ 南相馬市議会委員会条例の一部を改正す
る条例制定について 原案可決

２ 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を
求める意見書の提出について 原案可決

受理番号 件　　　　名 請願・陳情者氏名 議決状況

請願
第１号

福島県最低賃金の引き上げ
と早期発効を求める意見書
提出の請願書

日本労働組合総連
合会福島県連合会
原町地区連合
議長　白坂陽一郎
（南相馬市原町区）

採択
（意見書送付）

委員会提出議案 3月定例会に提出された請願とその結果
委員会提出のもの

　

南
相
馬
市
災
害
弔
慰
金
の
支

給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

１　
改
正
概
要

⑴　
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
利

率
の
改
正
及
び
保
証
人
要
件

の
緩
和

⑵　
災
害
援
護
資
金
の
償
還
方

法
の
拡
充

２　
施
行
日

　

平
成
31
年
４
月
１
日

質　

疑　

災
害
援
護
資
金
の
貸

付
金
の
償
還
に
お
け
る
問
題
点

と
し
て
、
そ
の
相
談
体
制
な
ど

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
現
実
に
困
難
な
家
庭
に

お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

さ
れ
て
き
た
の
か
伺
う
。

答　

弁　

相
談
体
制
に
つ
い
て

は
、
市
で
そ
の
内
容
を
精
査
し

て
、
少
額
償
還
や
分
割
で
償
還

し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
体
制
を

と
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
年
に

１
度
は
必
ず
連
絡
を
と
る
よ
う

に
通
知
や
電
話
連
絡
等
を
し

て
、
今
の
状
況
を
確
認
し
て
い

る
が
、
今
後
、
困
難
な
ケ
ー
ス

が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
債
権
回

収
を
目
的
と
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
債
務
者
に
寄
り
添
っ
た
形

で
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
償
還

し
て
い
た
だ
け
る
か
、
と
い
う

こ
と
も
相
談
し
な
が
ら
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

文

質　

疑　

改
正
に
よ
り
、
１
月

か
ら
７
月
１
日
ま
で
で
あ
っ
た

も
の
が
、
１
月
か
ら
10
月
１
日

ま
で
に
な
っ
た
要
因
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

弁　

一
部
改
正
と
な
っ
た

要
因
は
、
所
得
水
準
に
関
す
る

個
々
の
金
額
を
設
定
す
る
に
当

た
り
、
改
正
す
る
前
は
、
現
況

届
を
出
す
前
年
の
所
得
を
見
て

い
た
が
、
そ
れ
が
こ
の
一
部
改
正

に
よ
っ
て
、
基
準
月
を
ず
ら
し
、

前
々
年
の
所
得
を
見
る
と
い
う

形
に
な
っ
た
。
ま
た
、
児
童
扶

養
手
当
は
現
在
年
間
３
回
の
支

給
が
、
今
後
は
６
回
に
な
る
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

　

南
相
馬
市
敬
老
祝
金
等
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

１　
改
正
概
要

　

平
均
寿
命
を
勘
案
し
、
更
に

敬
老
会
を
再
開
す
る
な
ど
、
総
合

的
な
高
齢
者
福
祉
政
策
を
展
開

す
る
た
め
に
給
付
内
容
を
見
直

し
、
77
歳
の
敬
老
祝
い
金
を
１
万

円
か
ら
５
千
円
に
減
額
す
る
。

２　
施
行
日

　

平
成
31
年
４
月
１
日

文

定
例
会　

意
見
が
分
か
れ
た
議
案　

委
員
会
提
出
議
案　

請
願
と
そ
の
結
果

定
例
会

　

南
相
馬
市
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

【
主
な
内
容
】

　

児
童
扶
養
手
当
法
の
支
給
制

限
の
適
用
期
間
の
改
正
に
伴

い
、
福
島
県
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
助
成
事
業
補
助
金
交
付
要

綱
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
必
要

な
改
正
を
行
う
も
の
。

文

質　

疑　

こ
の
改
正
は
、
こ
れ

か
ら
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
の
対
応
と
い
う
理

解
で
よ
い
の
か
伺
う
。

答　

弁　

改
正
に
つ
い
て
は
、

今
般
の
敬
老
会
の
再
開
等
を
含

め
事
業
を
展
開
し
て
い
く
が
、

対
象
者
に
つ
い
て
、
平
成
30
年

度
は
、
決
算
ベ
ー
ス
で
700
人
の

予
定
で
、
77
歳
は
、
平
成
31
年

度
は
751
人
、
平
成
32
年
度
は
807

人
と
今
後
も
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
将
来
的
な
財
政
負

担
も
見
据
え
て
の
意
味
合
い
も

含
め
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

か
伺
う
。

答　

弁　

再
び
ど
こ
か
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
有
床
化
、
19
床
に
す

る
際
に
は
、
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
等
で
の
了
承
と
か
、
そ

の
後
に
、
県
の
了
承
を
経
て
、

良
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
認

可
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

質　

疑　

県
や
地
域
医
療
構
想

調
整
会
議
で
、
そ
の
よ
う
な
理

解
や
了
解
が
得
ら
れ
る
か
伺
う
。

答　

弁　

現
時
点
で
理
解
が
得

ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

に
関
し
て
は
、
県
も
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
形
で
や
る
の
か
と

い
う
こ
と
は
、
こ
ち
ら
が
出
し

た
時
点
で
審
査
に
入
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
今
時
点
で
の
回
答

は
難
し
い
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

質　

疑　

良
い
改
正
と
思
う

が
、
想
定
さ
れ
る
問
題
点
及
び

本
人
確
認
書
類
が
免
許
証
、
住

基
カ
ー
ド
、
さ
ら
に
パ
ス
ポ
ー

ト
等
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

他
に
ど
の
様
な
対
応
が
想
定
さ

れ
る
か
伺
う
。

答　

弁　

本
人
確
認
書
類
を
持

た
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
帰
っ

て
頂
く
こ
と
に
な
る
こ
と
が
問

題
点
で
あ
り
、
本
人
確
認
書
類

と
し
て
障
害
者
手
帳
、
在
留

カ
ー
ド
等
を
想
定
し
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。


